
2008年度コスモ石油エコカード基金活動報告書　第8期：2008年4月1日～ 2009年3月31日
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次世代を担う子供たちへの環境教育が必要であると
言われている中、教育最前線である「学校」では、先
生方が環境教育の必要性を感じながらも、実際には
何を題材にして、どのような方法で実施すれば良い
のかが分からないという現実があります。
本プロジェクトは小中学校の環境教育をお手伝いし、
支援終了後も学校が独自に環境教育を行えるような
体制を構築することを最終目的としています。
自然体験プログラムなどのノウハウを持つ日本各地
のNPOの指導のもと、環境教育プログラムを実施
することで、児童や生徒、教員の方々に自然や環境
問題に対する意識の向上が見られ、さらに、児童や
生徒から家族へ、教員から他の教員へ、学校から他

の学校へと、環境問題に対する意識が広がってい
ます。
また、学校教育の場などで活用して頂くための環境
学習サイト『EE kids』を構築し、環境教育のプラッ
トフォームづくりも行なっています。
これらのプログラムにより、子供たちが環境問題に
目を向けるきっかけとなり、身近にとらえられるよ
うになること、また学校教育の中に環境教育が根付
くことをめざして、支援していきます。
なお昨年度までの実績としては、2003年度から日
本国内の学校に対して支援を開始し、2008年度ま
でに延べ42校、約2,000人の児童や生徒、約100
名の教員に対してプログラムを実施してきました。

学校（先生）が行いたい環境学習を、環境教育を専門とする
NPOがサポートしながら、一緒に授業を進めています。

次世代を担う子供たちが、
学校の授業の中で
環境問題に目を向ける機会を提供しています。

【学校の環境教育支援】

ビオトープ見学の様子

ジグソーパズルを使って、サンゴ礁について学ぶ子どもたち
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コスモ石油のカードに関するお問い合わせ先

コスモ・ザ・カード・ハウス「エコ」 0120-987-622 03-4330-1660 月～土曜・祝日／9:15～17:30、日曜日／10:00～17:30

コスモ・ザ・カード・オーパス「エコ」 022-771-1500
059-353-2100

043-296-6200
06-4863-0100

年中無休　9:00～21:00
北日本 東京

携帯電話専用

中部 大阪

　私は、コスモ石油エコカード基金（以下、基金という） の委嘱に基づき、基金の2008年度
（2008年4月1日から2009年3月31日まで）の収支計算書についてレビューを行った。この収
支計算書の作成責任は、基金の代表者にあり、私の責任は、 独立の立場から実施したレビュー
に基づき収支計算書に対する意見を表明することにある。
　レビューの結果、上記の収支計算書が、我が国において一般に公正妥当と考えられる収支計
算の基準に準拠して、基金の2008年度（2008年4月1日から2009年3月31日まで）の収支の状
況を適正に表示していないと認められる事項は、すべでの重要な点において発見されなかった。
　基金と私との間には、公認会計士法の規定に準じて記載すべき利害関係はない。

資産規模と会員数の推移

収支報告

基金の収支に関するレビュー結果 2009年7月2日
公認会計士 加藤 俊也

コスモ･ザ･カード･オーパス「エコ」会員の皆さま
コスモ･ザ･カード･ハウス「エコ」会員の皆さま

【お詫び】コスモ石油エコカード基金における拠出額の誤りについて

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
２００９年４月３０日にプレスリリースさせて頂きましたとおり、コスモ石油からエコカード基金に対し拠出する金額について誤りがあったこと
が判明致しました。エコカード会員の皆さまに深くお詫び申し上げますとともに、詳細につきまして、下記のとおりご報告致します。

1. 誤りの内容
（１） 当社は従来のコスモ･ザ･カード･ハウス、コスモ･ザ･カード･ハウス「エコ」に加え、2006年6月よりコスモ･ザ･カード･オーパス、コスモ･ザ

･カード･オーパス「エコ」の売上金額の一部を基金に対して拠出しておりますが、一部の期間においてその拠出金額に誤りがありました。
①　誤りがあった期間：2006年9月～ 2009年3月
②　拠出不足金額：合計 10,119,666円
③　原因：オーパスカードには売上の締めが月2回ありますが、システム設計上、そのうち1回分しか拠出金がカウントされていなかったため。

（２）基金の2006年度会計報告で、エコカード会員の皆さまからの寄付金の一部（2006年11月分）を当社からの拠出金として誤って報告していました。
①　誤りがあった金額：2,743,020円
②　原因：データを入力する際に、科目を誤ったため。

2. その後の対応
当社拠出額の不足分（金額10,119,666円）につきましては、当社より基金に対して追加拠出致しました（2009年6月30日付）。2006年度の収入に関わ
る会計科目の誤り（金額2,743,020円）につきましては、下記のとおり修正致します。

  （誤り） ⇒ （正）
 カード会員拠出金 39,661,468円  42,404,488円
 コスモ石油拠出金 38,457,970円  35,714,950円

3. 再発防止策
システムの改修は既に実施しておりますが、今後のシステム開発運用の管理体制を見直します。
併せて、エコカード基金の収支報告書に掲載される金額については、エコカード基金事務局だけではなく、販売部門でも確認するダブルチェッ
ク体制にすることで、管理体制を強化し、今後の業務改善・再発防止に努めてまいります。

コスモ石油株式会社
エコカード基金事務局

熱帯雨林保全（パプアニューギニア）
15,430,000円

熱帯雨林保全（ソロモン諸島）
12,750,000円

シルクロード緑化（中国）
3,900,000円

秦嶺山脈森林・生態系回復（中国）
4,900,000円

循環型農業支援（フィリピン）
2,591,603円

南太平洋諸国支援（キリバス諸島〈ISME〉）
5,000,000円

南太平洋諸国支援（キリバス諸島〈APSD〉）
3,818,000円

南太平洋諸国支援（ツバル）
2,123,210円

カード会員拠出金
43,069,000円

預金利息・他収入
209,676円

管理費（評議会謝礼・他）
189,000円

2007年度収支レビュー
300,000円
エコキャビンスクール※

2,000,000円
北タイ山岳地帯・共有林地図作成※

1,773,699円
内モンゴル緑化※

1,234,000円
さとやま学校
4,020,000円
種まき塾
11,600,000円

野口健環境学校
8,649,450円

学校の環境教育支援
12,234,962円

CTS拠出金
5,047,500円

CLC拠出金
4,324,449円

クリック募金
4,584,802円

コスモ石油拠出金
34,806,874円

※ 2008年度・新規PJ
※上記の拠出額の不足分（金額10,119,666円）は今年度（2009年度）に追加拠出した為、
　2008年度の収支報告には含まれておりません。

07年度繰越金

08年度収入合計

32,541,351円

92,042,301円
08年度繰越金

08年度支出合計

32,069,728円

92,513,924円


